





















































































































































































































































                                                                          


































































































































































































































































押し出し，了解されるに至っている。こうして前週から P 氏と C 氏相互の強い関
与が相互志向的，相互補完的に互いの考えを創り出し，考えをめぐり議論し共有す
る契機となることが次の活動で明らかになる。P 氏と C 氏の次の作文を見てみよう。 
 
2．4．3 共通基盤を形成し，相互主体的に考えを共有する過程 






















































































































































































































（編） 明治書院 pp.335-352 
ヴアルデンフエレス（1980）．『行動の空間』鷲田清一ほか（訳） 白水社 
